
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「チップって何ですか？」温泉街の店先で「チップ」

の文字を見て疑問に思った方がビジターセンタースタ

ッフに質問していかれます。チップはヒメマス（サケ

科：ベニザケの湖沼残留型）のことです。もともとヒメ

マスはアイヌ語でカバチェッポと呼ばれていました。そ

れがなまってチップと呼ぶようになりました。地元では

チップという名の方がお馴染みです。カバチェッポとは

平たい魚という意味です。確かにヒメマスは平たく細

い！お姫様のような品が漂う、美しいフォルムの魚で

す。 

歌手の水森かおりさんが歌うご当地ソング「水に咲く花・

支笏湖へ」が発売されてから、この質問が多く寄せられるよ

うになりました。本州の方からお電話で質問されることもあ

ります。水草の一種「チトセバイカモ」です。「梅花藻（バ

イカモ）」と書きますが藻ではありません。梅に似た花を水

の中や水上で咲かせます。 

 ビジターセンターでは「苔の洞門はどこですか」

とたくさんの方から質問を受けてきました。「今は

見学できません」聞くと皆さんがっかりしていま

す。「見たい！行きたい！」の声が募るなか今年は 4

年ぶりに千歳市主導で「苔の洞門ガイドツアー」が

催されることになりました。日にち・人数・歩行ル

ート、洞門内部の見学場所が限定されたツアーで

す。洞門を形づくる岩盤は崩れやすい性質です。よ

り危険の少ない場所を見学します。今後は 9 月 2

日・10 月 20 日であと 2 回の開催です。各回定員 20

名なので申し込み方法など千歳市に確認してくだ

さい。（千歳市観光事業課 0123－24－0366） 

 支笏湖でチップと聞いたらそれはヒメマス。旬は 6 月～

8 月の釣り解禁の時期です。刺身、寿司、塩焼き、フライ

などたくさんの料理法で賞味できます。 

支笏湖の在来の魚は、ハナカジカ（カジカ科）とア

メマス（サケ科）の 2種です。ヒメマスは、ニジマス、

ウグイ、ブラウントラウトと同じように外来種、１８

９４年に阿寒湖から移入されふ化増殖事業によって

個体数が維持されてきました。支笏湖の自然と調和を

とりながら育まれてきた魚です。 

 

  

チトセバイカモ【千歳梅花藻】（キ

ンポウゲ科）：北海道と青森県に

部分的に生息する日本固有種で

す。支笏湖から流れ出る千歳川で

採集されたため、チトセの名前が

つきました。 

苔の洞門：湖の南側風
フッ

不死
プ シ

岳のふもと

のシシャモナイ地区にあります。1739

年の樽前山大噴火の噴出物からでき

た溶結凝灰岩が土石流によって浸食

されて出来た涸れ沢です。両壁に苔が

密生する姿が美しく景勝地として紹

介されてきましたが、4 年前の大雨で

の土砂崩れで観覧台が崩落し、見学が

出来なくなってしまいました。 

花の見ごろは 

7 月下旬から8 月下旬です 

 写真は7月7日のツアーの様子

です。崩落の危険がある場所が多

く一般公開はしていません。 

 見学希望の方は千歳市のツアー

の申し込みをお願いします。 

商店街を歩く

と、ここにチッ

プの文字が！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨前線の影響で例年６月中旬から７月上旬ま

では雨の多い時期ですが、今年は梅雨前線が本道

周辺に停滞したため特に多くなりました。６月中、

下旬の合計降水量２０６㎜は６月の平年値１１８

㎜のほぼ８割増。７月上旬の降水量１７２㎜は同

期間の平年値のほぼ３倍で、７月一カ月間の平年

値１７０.９㎜を超えました。このため、湖面標高

も６月１１日から７月１０日までの間に３１㎝上

昇しています。 

天候不順が続くと日照時間も減り、７月上旬の

日照時間合計はわずか３時間となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先月、我らがパークボランティアさんの研修会を開催しま

した。午前は、支笏湖の１年を撮影した 4K 映像の上映&ビジ

ターセンター職員さんによる館内での展示解説レクチャー&

オリジナルの解説原稿作りに取り組みました。午後は、パー

クボランティアさん同士で、原稿を見ながら、解説者役とお

客様役に分かれ、実践練習をしました♪みなさん、職員の方

に積極的に質問をなさっていたので、有意義な時間になった

のではないかと思います(^^)ご多忙中、ご協力いただいたビ

ジターセンターの皆様、紙面をお借りしまして、感謝申し上

げます！ 

 

松浦武四郎を知っていますか。 

今年は北海道命名から 150 年目という節目の年。その北海道の名付け親であり、

幕末期に北海道中を探検踏査した人物です。 

その武四郎は支笏湖にも足跡を残しています。1857 年、自身 5 度目の蝦夷地調

査で千歳川沿いをさかのぼって支笏湖に訪れ、周囲の地形や同行のアイヌから聞き取

った地名を多数記録しています。 

館内には、武四郎が 1859 年に著した「東西蝦夷山川地理取調図」という北海道

全図のうち、支笏湖部分を拡大して展示しています。 

この地図では支笏湖はシコツトウ、樽前山はタルマイノホリ、風不死岳はフクシノ

ホリの名で描かれています（ノホリはヌプリ＝山の意味）。 

モヘツノホリ（紋別岳）とエニワノホリ（恵庭岳）の位置が逆転してしまっていま

すが、自分の足で一から地図を作らなければならなかった当時の苦労を考えるとご愛

嬌といったところでしょうか。ちなみに支笏湖温泉付近の地名は「ベッバロ」。これ

は川の入口という意味で、千歳川の始まりを表しているようです。 

武四郎が湖を訪れた際は風が強く、ほとんど湖上を移動できなかったそうですが、

「仙境といえる場所がある」とアイヌから伝え聞いたそうです。 

約 160 年前からきっと変わっていない支笏湖ブルーに、歴史のロマンを重ね合わ

せてみては。 

 

ウォッチング 

家族で夏の思い出をつくりません

か？往復 10 ㎞の登山です。頑張っ

て登ってみよう！豊富な植物と支

笏湖のパノラマが待っています 

参加者募集中！ 

職員さんの解説レクチャーを熱心に聞く PV の皆さん 

７月２１日（土）・２９日(日） 

時間９：４５～１５：００  

定員各回１０名（小学4 年生以上）参加費無料 

 

  

恵庭カワセミの会の写真展

を開催中です。カワセミに限

らず道内の生き物を様々な角

度からとらえた２９作品を展

示中です。7 月 29 日 15 時ま

でです。 

環境省 支笏洞爺国立公園管理事務所 

アクティブレンジャー（自然保護官補佐） 

     當山 真貴子 

気温（℃）   
 

  平年値 今年 

6 月上旬 12.2 15.1 

中旬 13.7 10.3 

下旬 15.2 15.7 

7 月上旬 16.1 16.3 

 

降水量（㎜） 
 

  平年値 今年 

6 月上旬 39.8 16 

中旬 41 118.5 

下旬 37.2 87.5 

7 月上旬 50.7 172 

 

日照時間（ｈ） 
 

  平年値 今年 

6 月上旬 49 62 

中旬 47 23.6 

下旬 49 38.1 

7 月上旬 36.6 3 

 

支笏湖ビジターセンター運営協議会発行 

〒０６６・０２８１ 北海道千歳市支笏湖温泉番外地 

℡ ０１２３・２５・２４０４ 

ＨＰアドレス http://shikotsukovc.sakura.ne.jp 

 

【開館時間】 ※入館無料 

４月から１１月 午前９時から午後５時３０分まで 

１２月から３月 午前９時３０分から午後４時３０分まで 

（火曜日休館・祝日の場合は翌日） 

年末年始休館日 １２月２９日から１月３日まで 

 

http://shikotsukovc.sakura.ne.jp/

